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The purpose of the study is to investigate the effects of making Japanese language teaching plans in 
step-by-step instructions including teaching demonstration by utilizing group work. University 
students who were taking the Japanese language teaching method class participated in the study. 
Three analyses were conducted: comparing teaching plans before to after demo lessons, keyword 
analysis in student awareness, and rubric assessment at the beginning and end of the semester. As 
the results, the students’ teaching plans showed a more detailed description of how to ask questions 
and give directions, effective measures of classroom activities, and expected children’s reaction. In 
addition, the students’ awareness tended to increase. On the other hand, the awareness regarding 
teaching materials was still limited. Overall, the study indicated that incorporating demo lessons 
into the process of making teaching plans would be an effective mean to foster a foundation of 
designing Japanese language class.
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が具体的に示されている。例えば，仙台市教育委員会（2019:4）では，授業づくりに係る
力を「1　カリキュラムデザイン」「2　授業構想」「3　授業実践 ･ 評価 ･ 改善」「4　授業
研究」「5　情報管理（ICT 活用）」の 5 つに分類し，各 1 ～ 4 の要素を挙げている。
　養成段階での授業力について，例えば，東京都教育委員会が主催する教師養成塾では，
教科指導力の要素として「学習指導要領」「教材研究 ･教材解釈と授業づくり」「単元指導





授・学習材）分析力」「記録・文章力」「（年間計画 / 単元）構成力」「教室対応力」「組織 ･





































　本研究の対象は，2019 年度「国語科の指導法」受講学生 159 名である。うち，教育実
習経験者は 1 名で，残り 158 名は教科の指導法を初めて経験する 2 年生である。
２. ２　「国語科の指導法」講義概要
　表１に，2019 年度「国語科の指導法」の概要を示す。
表１　「国語科の指導法」講義概要                    

















⑨ 模擬授業の準備（1） 模擬授業の目的と方法，第 1 次指導案提出





⑫ 模擬授業と相互評価（2） 模擬授業と検討（発問 ･指示を中心に）
⑬ 模擬授業と相互評価（3） 模擬授業と検討 （ 説明･板書を中心に ）最終指導案提出
⑭ 模擬授業と相互評価（4） 模擬授業と検討（授業運営を中心に） 










































２. ３. ３　模擬授業の準備～実施段階（第 9 ～ 14 回：グループワークを中心に）
　第 9 回で第 1 次指導案を集約した。9・10 回で模擬授業の目的や方法，「板書 ･ 発問計
画」（下段に発問 ･指示，上段に予定板書）の書き方等を，ミニ模擬授業を行って解説した。











































〈 A コマ受講生の 30/60 名について 〉
６　　本時の指導 １～
５学習活動：発問や指示等 指導上の留意点 表記
A1 ・導入に季節を問う発問を挿入 ・「動作化を用いて考えさせる」挿入 ＊ 1 ＊ 3
2 ・指示「～を表す言葉に線を引こう」挿入 ・「短冊を配布し順序に並ばせる」挿入 ＊ 1
3 ・「『日がかげる』の意味を説明する」挿入 ＊ 1
4 ・中心発問と発問構成の修正 ・板書に係る配慮と中心発問の意図を説明 ＊ 1
5 ・導入に『花』に◯印を付ける指示を挿入 ＊ 3
6 ・まとめに花の秘密を挙げる指示を挿入 ＊ 1 ＊ 4
7 ・導入に『花』に◯印を付ける指示を挿入 ＊ 5
8 ・中心発問と発問構成の修正 ・評価規準を単元計画で示した内容に修正 ＊ 3
9 ・中心発問の前に発問を挿入 ＊ 2 ＊ 5
10 ・中心発問の文言を修正
11 ・導入に前時想起挿入 , 中心発問の文言修正 ・全体に詳細な説明や指示内容に加筆修正 ＊ 1
12 ・発問 3 の文言修正 ・ワークシートの活用を導入 ＊ 2 ＊ 1
13 ・導入に前時想起し花の絵を描く指示挿入 ・ワークシートの活用を導入 ＊ 2
14 ・発問 2「しぼむとは？」挿入 ・まとめ段階の説明の詳細化 ＊ 2 ＊ 5







18 ・発問 1「なぜ木を短くかみ切るのか」挿入 ・評価規準を単元計画で示した内容に修正 ＊ 3
19 ・発問 4「百㎝ってどれくらい？」挿入 ・評価規準を単元計画で示した内容に修正
20 ・発問 2「根を掘ってみたのは誰か」に修正 ・中心発問の前に意味確認の内容を挿入 ＊ 1 ＊ 4
21 ・発問 2「対比の言葉探し」を易しい表現に ・発問変更に伴う手立ての解説修正 ＊ 35
22 ・中心発問に至る発問構成のｽﾓｰﾙｽﾃｯﾌﾟ化 ・誤字の修正 ＊ 1 ＊ 4
23 ・発問 1 を具体的問いに修正・発問 3 挿入 ・全体に詳細な内容に加筆修正 ＊ 2
24 ・発問 2 の文言をより具体的な問いに修正 ＊ 2 ＊ 3
25 ・ナンバリング ＊ 2 ＊ 3
26 ＊ 2 ＊ 1 ＊ 3
27 ・導入に前時想起挿入　・発問 5 の挿入 ・全体に詳細な内容に加筆修正 ＊ 2 ＊ 1 ＊ 3
28 ・説明でイラストや動画活用について加筆 ＊ 3
29 ・発問 2「何回？」から「どのように」修正 ・「じゅくす」の意味を説明する内容を挿入
30 ＊ 1 ＊ 5
注　＊ 1：漢字表記を平仮名に修正　　　＊ 2：「予想される児童の反応」の複数化・詳述
　　＊ 3：全体のレイアウトを修正　　　＊ 4：本時の位置付けの明記　　　＊ 5：指導観等の修正
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表３　第一次学習指導案から３週間後の最終指導案に見られた質的変容（その２）
〈 Ｂコマ受講生の 30/60 名について 〉
６　　本時の指導 １～　
５学習活動 ： 発問や指示等 指導上の留意点 表記
B1 ・導入にたんぽぽの場所を問う発問挿入 ＊ 1 ＊ 35
2 ・導入に前時想起，展開とまとめに指示挿入 ・全体に詳細な内容に大幅加筆 ＊ 2 ＊ 1 ＊ 3
3 ・導入の斉読後にペア音読を挿入 ・サイドラインを引く個人作業等の説明を挿入 ＊ 1 ＊ 3
4 ・サイドラインを引く活動を挿入 ＊ 2 ＊ 1 ＊ 3
5 ・全体に詳細な内容に大幅加筆 ＊ 2 ＊ 3
6 ・導入に発問「丈夫って何？」挿入 ・「導入 ･展開 ･終末」時間明示 ＊ 2 ＊ 1
7 ・発問 2「花にどんな変化があったか」挿入 ・説明のためイラスト活用 ＊ 2 ＊ 3
8 ・中心発問と発問構成の修正 ・全体に詳細に　・評価規準を修正 ＊ 2 ＊ 1
9 ・中心発問と発問構成の修正 ・全体に詳細に　・写真活用 ＊ 2 ＊ 3
10 ・中心発問の前に発問を挿入 ・板書やイラストの留意点明示 ＊ 2 ＊ 1
11 ・発問 2 とまとめの指示を挿入 ・机間指導について加筆修正 ＊ 2 ＊ 1 ＊ 3
12 ・発問 ･指示の文言修正　・短文作り挿入 ・図示による説明など修正 ＊ 1 ＊ 3
13 ・中心発問と発問構成の修正 ・取り上げる言葉の修正 ＊ 2
14 ・発問 1「じゅくすとは？」挿入　　 　　　　　　　　　 ＊ 2 ＊ 1 ＊ 3
15 ・発問 3「ダム作りのすごいところ」を修正 ・言葉への着眼 , 評価規準を修正 ＊ 2 ＊ 1 ＊ 4
16 ・発問 3 の文言の修正 ＊ 2
17 ・中心発問と発問構成の修正 ・全体に詳細に ＊ 2
18 ・動作化による言葉の説明 ＊ 3
19 ・導入にたんぽぽクイズの設定 ・導入での意欲喚起に係る修正 ＊ 2 ＊ 1 ＊ 3
20 ・中心発問の前後の発問の修正 ・中心発問に係る留意点を詳述 ＊ 2 ＊ 3
21 ＊ 2 ＊ 4
22 ・発問 2 の修正と発問 6 の追加 ・最後にノート回収記述 ＊ 2 ＊ 1 ＊ 3
23 ・発問 2 を分割修正 ・全体に詳細な内容に加筆修正 ＊ 2 ＊ 1 ＊ 3
24 ＊ 1 ＊ 3
25 ・発問 3 の文言を易しい言葉に修正 ・線を引く指示挿入 , まとめの音読を明記 ＊ 1 ＊ 3
26 ・中心発問と発問構成の修正 ＊ 2 ＊ 1 ＊ 3
27 ・発問 2「時を表す言葉◯つ」と修正 ・着目させる言葉等の加筆修正 ＊ 2
28 ・内容を表にまとめさせる指示挿入  ＊ 5
29 ・発問の文言を分かりやすく修正 ・全体に詳細に ＊ 2 ＊ 1 ＊ 3
30 ＊ 35
注　＊ 1：漢字表記を平仮名に修正　　　＊ 2：「予想される児童の反応」の複数化・詳述







〈 Ａ ･Ｂコマから抽出した計 60 名について 〉














め あ て 3 文言修正
発　　問 40
発問構成全体や中心発問の修正 11
中心発問以外の文言修正 18 人・新規挿入 11
指　　示 15 内容修正 1・新規挿入 14
予想される児童の反応 31 複数化 ･詳述化
指導上の留意点 39
発問 ･指示 ･説明について 14
板書関連 3
授業運営（展開の工夫 , 音読 , 動作化 , サイドライン等） 22
評価規準 9 文言修正や単元の評価規準との照応
板書計画 32 既習漢字や文字数などへの配慮





本時の位置付け 8 正しく修正 2・書き忘れを記述 6
タイトル文字拡大 9
段落冒頭 ･誤字脱字等 7 一字下げ ･文字揃え 
（１）成果































































































































































































































































表５：4 月と 7 月の比較
4 月 7 月
M M






















































































































回配布資料　資料 7（第 3 回発言要旨）」
◯ Society5.0 に向けた人材育成に係る大臣審議会（2018）「Society5.0 に向けた人材育成 
～社会が変わる，学びが変わる～」
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